
一
般
質
問

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

Mini InterviewVol.15
東京オリンピック
パラリンピックを
観て「ひと言」

つづく！

ぼくもいろいろなスポーツを

やってみたくなりました。
（T・Hさん 9歳）
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ごみ処理・し尿処理

一部事務組合議会から報告

小川地区衛生組合議会（令和３年８月26日）

可燃ごみの処理は民間委託へ
　第２回定例会が開催されました。令和２年度

一般会計歳入歳出決算、令和３年度補正予算の

２議案を原案どおり認定・可決しました。ごみ

焼却施設の大規模修繕工事は、基金２億3000

万円を取り崩し、行われました。可燃ごみの処

理は、「可燃ごみ処理のあり方検討委員会」が示

したとおり、令和４年４月から民間委託されます。

比企広域市町村圏組合議会（令和３年８月５日）

東松山斎場が完成しました
　第３回定例会は、令和２年度一般会計及び特

別会計の決算審査を含む13議案が提出され、全

て認定・可決しました。歳入総額47億3442

万円、歳出総額45億223万円で、当町の負担

額は５億3181万円でした。新たに待合室の洋

室化や小動物（ペット）炉などが整備され、７

月より全面供用開始されています。

消防・救急・斎場の管理運営・介護・障害審査会

一部の行政サービスを複数の市町村が共同で行うための団体が
一部事務組合。構成市町村の議会から議員を選出しています。

議　員　名

  議　案　名

笠
原
　

彦

髙
橋
　
功
人

島
田
　
康
弘

笹
本
　
孝
幸

五
十
嵐
康
博

大
戸
　
久
一

髙
橋
さ
ゆ
り
　

本
多
　
重
信

髙
瀬
　
　
勉

井
口
　
亮
一

笠
原
　
規
弘

島
﨑
　
隆
夫

戸
口
　
　
勝

田
中
　
照
子

根
岸
　
成
美

山
口
　
勝
士

審

議

結

果

令和３年度小川町国民健康保険特別会計（事業勘定）補
正予算（第２号）

〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和２年度
歳 入 歳 出
決算の認定

小川町一般会計 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

小川町国民健康保険特別会計（事業勘定） 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

小川町後期高齢者医療特別会計 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

賛否が分かれた議案

公開します 議員ごとの賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　欠…欠席

ー印は議長（賛否同数の場合のみ採決に参加） 
※会期中の9月3日に大戸議長から山口議長に替わりました。

議決結果はＨＰでも

見られます→

他１３議案は全員賛成で原案どおり「可決・認定・同意」しました

討
論

討
論

討
論

討
論

討
論

令
和
４
年
度
の
再
編
を
控
え
る
東
小
川
小
学
校

安
全
・
安
心
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
を

島
し ま だ

田康
やすひろ

弘議員

答 

弁

当
町
に
は
現
在
、

当
町
に
は
現
在
、

危
険
な
盛
土
は
な
い

危
険
な
盛
土
は
な
い

危
険
な
盛
土
や

危
険
な
盛
土
や

切
土
の
有
無
は

切
土
の
有
無
は

森林の開発が心配される

Ｑ
熱
海
市
で
発
生
し
た

熱
海
市
で
発
生
し
た

土
砂
災
害
は
多
く
の
犠
牲

土
砂
災
害
は
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
た
。
当
町
に
お

者
を
出
し
た
。
当
町
に
お

い
て
、
危
険
な
盛
土
切
土

い
て
、
危
険
な
盛
土
切
土

は
な
い
か
。

は
な
い
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

当

　

当

町
に
お
い
て
、
熱
海
市
と

町
に
お
い
て
、
熱
海
市
と

同
様
な
急
傾
斜
地
へ
の
盛

同
様
な
急
傾
斜
地
へ
の
盛

土
に
つ
い
て
は
無
い
も
の

土
に
つ
い
て
は
無
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

盛
土
等
の
調
査
依
頼
が
来

盛
土
等
の
調
査
依
頼
が
来

て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に

て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に

協
力
を
し
、
適
切
な
対
応

協
力
を
し
、
適
切
な
対
応

を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
今
後
、
太
陽
光
発
電

今
後
、
太
陽
光
発
電

設
備
等
の
開
発
行
為
に
よ

設
備
等
の
開
発
行
為
に
よ

る
山
間
地
へ
の
盛
土
切
土

る
山
間
地
へ
の
盛
土
切
土

を
、
ど
の
よ
う
に
規
制
し

を
、
ど
の
よ
う
に
規
制
し

て
い
く
か
。

て
い
く
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

規

　

規

制
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
、

制
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
、

小
川
町
環
境
保
全
条
例

小
川
町
環
境
保
全
条
例

施
行
規
則
で
定
め
る
施
工

施
行
規
則
で
定
め
る
施
工

基
準
に
従
い
、
基
準
以
上

基
準
に
従
い
、
基
準
以
上

の
設
計
で
施
工
を
お
願
い

の
設
計
で
施
工
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

盛土切土

戸
と ぐ ち

口　勝
まさる

議員

答 

弁
緊
急
防
災
の
情
報

緊
急
防
災
の
情
報

伝
達
や
啓
発
に
努
め
る

伝
達
や
啓
発
に
努
め
る

土
石
流
災
害
を

土
石
流
災
害
を

防
ぐ
対
策
は

防
ぐ
対
策
は

安定した機能の発揮が必須

Ｑ
土
石
流
災
害
を
発
生

土
石
流
災
害
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
は
。

さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長

防
災
地
域
支
援
課
長

ハ
ー
ド
面
で
は
、
危
険
度
・

ハ
ー
ド
面
で
は
、
危
険
度
・

緊
急
性
の
高
い
場
所
の
対

緊
急
性
の
高
い
場
所
の
対

策
に
、
重
点
的
に
取
り
組

策
に
、
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、

み
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発

土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発

表
等
、
緊
急
防
災
の
情
報

表
等
、
緊
急
防
災
の
情
報

伝
達
や
啓
発
に
努
め
ま
す
。

伝
達
や
啓
発
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
﹁
切
り
捨
て
間
伐
﹂

﹁
切
り
捨
て
間
伐
﹂

の
木
材
が
土
砂
災
害
の
一

の
木
材
が
土
砂
災
害
の
一

因
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

因
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

れ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

伐

　

伐

採
し
た
木
を
放
置
す
る
と
、

採
し
た
木
を
放
置
す
る
と
、

涵
養
機
能
に
必
要
な
下
層

涵
養
機
能
に
必
要
な
下
層

植
生
の
繁
茂
を
妨
害
し
、

植
生
の
繁
茂
を
妨
害
し
、

大
雨
等
で
崩
壊
し
た
土
砂

大
雨
等
で
崩
壊
し
た
土
砂

に
大
量
の
水
が
加
わ
り
、

に
大
量
の
水
が
加
わ
り
、

伐
採
し
た
木
と
と
も
に
流

伐
採
し
た
木
と
と
も
に
流

出
す
る
こ
と
で
、
大
き
な

出
す
る
こ
と
で
、
大
き
な

被
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

被
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

間
伐
材
の
利
用
促
進
に
取

間
伐
材
の
利
用
促
進
に
取

り
組
み
、﹁
切
り
捨
て
間

り
組
み
、﹁
切
り
捨
て
間

伐
﹂
を
要
し
な
い
森
林
の

伐
﹂
を
要
し
な
い
森
林
の

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

防災減災

髙
た か せ

瀬　勉
つとむ

議員

答 

弁
公
費
で
の
補
助
等

公
費
で
の
補
助
等

は
考
え
て
い
な
い

は
考
え
て
い
な
い

新
し
い
体
育
着

新
し
い
体
育
着

購
入
に
補
助
を

購
入
に
補
助
を

みんなでお揃いの体育着を

Ｑ
来
年
度
か
ら
、
小
川

来
年
度
か
ら
、
小
川

小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
東

小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
東

小
川
小
学
校
だ
が
、
新
し

小
川
小
学
校
だ
が
、
新
し

い
体
育
着
等
の
購
入
に
、

い
体
育
着
等
の
購
入
に
、

何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
や
補

何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
や
補

助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　　

保保

護
者
負
担
軽
減
の
観
点
か

護
者
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
体
育
着
等
に
つ
い
て

ら
、
体
育
着
等
に
つ
い
て

は
、
現
在
使
用
中
の
も
の

は
、
現
在
使
用
中
の
も
の

を
引
き
続
き
使
用
可
能
と

を
引
き
続
き
使
用
可
能
と

し
、
買
替
え
の
時
期
に
新

し
、
買
替
え
の
時
期
に
新

し
い
も
の
を
購
入
し
て
も

し
い
も
の
を
購
入
し
て
も

ら
う
こ
と
を
基
本
に
進
め

ら
う
こ
と
を
基
本
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
実
費
負
担

て
い
き
ま
す
。
実
費
負
担

と
な
っ
て
い
る
学
用
品
に

と
な
っ
て
い
る
学
用
品
に

対
し
て
、
公
費
で
の
補
助

対
し
て
、
公
費
で
の
補
助

等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
費

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
費

用
負
担
に
つ
い
て
、﹁
受

用
負
担
に
つ
い
て
、﹁
受

益
者
負
担
﹂
の
原
則
に
変

益
者
負
担
﹂
の
原
則
に
変

更
は
な
い
か
。

更
は
な
い
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　

１

　

１

世
帯
当
た
り
実
質
月
額
１

世
帯
当
た
り
実
質
月
額
１

０
０
０
円
程
度
の
受
益
者

０
０
０
円
程
度
の
受
益
者

負
担
の
考
え
方
に
変
わ
り

負
担
の
考
え
方
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

学校再編

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２
回
目
は
約
74
％
で
す
。
対
象
者

全
体
の
約
80
％
が
接
種
済
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

Ｑ
ボ
イ
ラ
ー
修
繕
の
状
況
は
。

Ａ
２
台
の
内
１
台
に
蒸
気
漏
れ

が
あ
り
修
繕
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１
台
で
対
応
で
き
る
献
立
を
工
夫
し
、

早
い
時
期
に
交
換
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｑ
一
時
預
か
り
事
業
等
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
事
業
費
︵
新
型
コ
ロ

ナ
分
︶
の
詳
細
は
。

Ａ
感
染
防
止
用
の
消
毒
剤
・
除

菌
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
物
資
や
、
空

気
清
浄
機
・
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
な

ど
の
備
品
を
購
入
す
る
た
め
の
経
費

で
す
。
未
就
学
児
の
感
染
が
増
え
て

い
る
中
で
、
一
層
の
対
策
を
行
い
、

事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
運
行
に
係
る
契
約
内
容
︵
案
︶

や
、
児
童
に
対
す
る
安
全
対
策
等
は
。

Ａ
運
行
経
路
は
、
東
小
川
５
丁
目

か
ら
、
途
中
、
旧
上
野
台
中
学
校
を
経

由
し
て
小
川
小
学
校
に
向
か
う
ル
ー
ト

で
す
。
運
行
日
数
は
、
４
月
の
課
業
日

か
ら
開
始
し
、
年
間
２
０
０
日
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害

等
の
影
響
に
よ
る
始
業
や
終
業
の
時
刻

変
更
に
も
対
応
す
る
内
容
を
契
約
に
盛

り
込
む
考
え
で
す
。
児
童
の
安
全
対
策

と
し
て
は
、
学
校
敷
地
内
に
お
け
る
児

童
の
乗
降
に
際
し
て
、
他
の
徒
歩
通
学

に
よ
る
児
童
の
登
下
校
が
済
ん
だ
後
で
、

バ
ス
が
動
き
出
す
と
い
っ
た
対
応
を
考

え
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｑ
進
捗
状
況
は
。

Ａ
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
接
種
率

は
、
10
月
13
日
の
時
点
で
２
回
接
種

が
約
89
％
で
す
。
12
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
接
種
率
は
１
回
目
が
約
80
％
、


